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１．組織の概要 
 

事業所名 日栄
にちえい

電子
でんし

株式会社 

代表者名 代表取締役常務 佐藤 義広 

所在地 〒024-0074 岩手県北上市滑田20地割90-4 

環境管理責任者氏名 村上 幸雄 

連絡先 
担当者:同上 

電話：0197-77-2471    ﾌｧｯｸｽ:0197-77-2475 

e-mail yukio@ned.chemi-con.co.jp 

資本金 ６,５００万円 

従業員数 ２９名（２０１１年４月） 

敷地面積 ５，０６３㎡ 

売上高 ５億５０百万円（２０１０年度） 

事業内容と製品 

（認証・登録対象範囲） 

電気・電子部品用アルミケース及びその他各種アルミニウムケース

の製造 

 
 
 
 
２．事業活動と環境への取り組みの流れ 
１９８２年 ４月 会社設立 
１９８２年 ７月 操業開始 
１９９８年 ３月   第３工場建屋増床 
１９９９年 ３月 製品洗浄に使用していたテトラクロロエチレン使用全廃 

（水系洗浄剤に代替） 
２００３年 ８月   泰旺電子材料有限公司(無錫)へ資本参加 
２００５年１１月 エコアクション２１環境経営システム構築開始 
２００５年１２月 日本ケミコン㈱の１００％子会社となる 
２００６年 ２月 ＥＡ２１環境経営システム運用開始 
２００６年 ２月   ＩＳＯ―９００１システム構築開始 
２００６年 ９月   ＥＡ２１認証取得 
２００７年 １月   ＩＳＯ―９００１認証取得 
２０１０年 １月   ＩＳＯ―９００１認証更新 
２０１０年 ９月   ＥＡ２１認証更新 
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３．環境方針 
 
 当社は、環境方針を以下の通り定め、これに基づき行動します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＮＥ－１０１－１１Ａ 

環境方針 
 
日栄電子株式会社は、アルミ電解コンデンサ用アルミケースを製造していることをふまえ『日本

ケミコン環境基本方針』に基づき環境保全活動に取り組んでいく。 

 さらに、当社が立地している、「水と緑豊かな文化・技術の交流都市」北上市の周辺環境に配慮

すると共に環境経営システムを確立し、継続的に活動を推進する。 

 

１． 当社の活動による環境影響を把握し、技術的・経済的に可能な範囲で環境目標を定め環境

経営に取り組み、継続的改善および環境負荷の削減に取り組む。環境方針・目標は毎年定期

見直しを行うとともに必要に応じて改定を行う。 

 

２． 環境関連の法規、条例および当社が同意したその他の要求事項を遵守する。 

 

３． 環境の保全活動を推進させるため、組織を整備し、全従業員が積極的に環境管理活動を展

開する。 

 

４． 当社の活動、製品、サービスに係わる環境影響及び社会的責任をふまえ、以下の項目を重

点活動項目として取り組んでいく。 

① 省エネルギーの推進（CO2削減） 
② 主廃棄物の削減及びリサイクルの推進 
③ 総排水量削減（節水） 
④ 主要原材料の省資源化 
⑤ 化学物質 
⑥ グリーン購入 
⑦ 製品含有化学物質管理（製品及びサービスに関する環境配慮） 
 

５． 環境負荷物質等の化学物質について、適正管理を行うとともに環境事故の未然防止に努め

る。 

 

６． 内部環境監査を年間計画に基づいて実施し、活動を確認し、環境管理水準の維持向上に努

める。 

 

７． 環境方針は文書化し、全ての従業員に周知し、各人がその意義を理解して環境保全における

責任を果たすものとする。 

 

２０１１年 ４月 ２５日 

日栄電子株式会社 

  代表取締役常務 
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４．環境目標及び実績とその評価 
 

目標 実績 
項目 ２０１０年度 ２００９年度～ 

２０１１年度 
２０１０年度 
ô10/4～õ11/3 

 
評価 

1)省エネルギーの 
推進（CO2)削減 
①電力使用量 

（平成 21年度 
東北電力㈱電力係数 
0.468kg-CO2/kWh） 
②灯油 
③液化石油ガス 

(LPG) 
④ガソリン⑤軽油 

CO2排出量を 2009年
度生産量 1tあたり
754kg-CO2／tを基準
として、1.75％削減し、
741kg-CO2／tにする。 

CO2排出量を 2008年
度生産量 1tあたり
792kg-CO2／tを基準
として、8.2％削減し、
727kg-CO2／tにする。 1.9％の削減で 

739kg-CO2／t ◯ 

2)主廃棄物の削減及び
リサイクルの推進 
①汚泥 
②廃プラスチック 
③廃油 
④ダンボール 
⑤金属くず 
 

主廃棄物を 2009年度
生産量 1tあたり
0.0291t／tを基準とし
て 0.5％削減し、 
0.0290t／tにする。 

主廃棄物を 2008年度
生産量 1tあたり
0.0192t／tに、2009年
度増加分 0.0099t／tを
追加したものを基準と

して 1.0％削減し、 
0.0288t／tにする。 

0.5％の削減で 
0.0290t／t ◯ 

3)総排水量削減 
（節水） 
①公共用水域 
②下水道 
 

総排水量を 2009年度
生産量 1tあたり
2.89m3／tを基準とし
て 0.5％削減し、2.88m3

／tにする。 
 

総排水量を 2008年度
生産量 1tあたり
2.91m3／tを基準とし
て 1.7％削減し、2.86m3

／tにする。 

0.5％の削減で 
2.88m3／t ◯ 

4)主要原材料の 
省資源化 
①アルミニウム 
②ダンボール 
③ビニール袋 

主要原材料を 2009年
度生産量 1tあたり
1.147t／tを基準とし
て 0.2％削減し、 
1.145t／tにする。 
 

主要原材料を 2008年
度生産量 1tあたり
1.148t／tを基準とし
て 0.5％削減し、 
1.142t／tにする。 

0.1％の増加で 
1.148t／t × 

(1)JGPSSI製品含有 
化学物質管理シス 
テム第二版の教育・ 
啓蒙をおこなう。 
実施 100％ 

 
 

－ １００％ ◯ 

5)JGPSSI製品含有 
化学物質管理 
・化学物質使用量の 
削減 

・グリーン購入 
・自らが生産・販売 
・提供する製品及び 
サービスに関する 
環境配慮 

(2)管理強化による 
製品含有化学物質 
事故ゼロとする。 
事故０件 

 
 

－ ０件 ◯ 

2010年度は化学物質使用量の削減、グリーン購入、自らが生産・販売・提供する製品 
及びサービスに関する環境配慮を、JGPSSI製品含有化学物質管理として取り組んだ。 

※評価判定  ○････目標達成  ×････目標未達成 
    

２０１０年４月～２０１１年３月の実績の結果、「主要原材料の省資源化」において 
品質検査強化などによる廃棄品があり目標を達成する事が出来ませんでした。 
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過去３年間の推移グラフ 

 
省エネルギーの推進（CO2 ）削減     主要廃棄物の削減及びリサイクルの推進 
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2009年度よりコストダウンの為、購入スラグ材 
比率増により梱包材の廃棄物が増加。  

 
 
 

総排水量削減               主要原材料の省資源化 
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５．環境活動計画及び取り組み結果とその評価 
 

項目 活動計画 取り組み結果 評価 
省エネルギー型照明器具への切り

替えによる電力の削減。 
HF蛍光灯器具 12基の入れ
替えをおこなった。 ◯ 

エアー漏れの点検・是正によるコン

プレッサー使用電力の無駄を削減。 
点検及び漏れ箇所の是正を

おこなった。 ◯ 

電力 

コンプッレサーのインバーター化 インバーター式に１台入れ

替えをおこなった。 ◯ 

1）省エネル 
ギーの推進 
（CO2）削減 

燃料 夏期間の蒸気ヒーター適正化によ

るボイラー燃料の無駄を削減。 
夏期間の調整運転（温度を

下げ）をおこなった。 ◯ 

コーティング加工金型（インパクト

パンチ）の拡大により長寿命化を図

り金型廃棄量を削減。 

金型形状の見直しなどあり

中断してしまった。 × 

使用部品（電気部品他）を長寿命部

品へ変更により部品廃棄量を削減。 
汚れに強いセンサー（自動

調整機能タイプ）に変更し

交換頻度を減らした。 
◯ 

2）主廃棄物の削減及び
リサイクルの推進 

梱包用ラップ（客先より返却） 
を削減し廃プラスチック量を削減。 

通い帯に変更をおこなっ

た。 ◯ 

3）総排水量削減(節水) ボイラー供給水の適正化により水
の無駄を削減。 

給水ポンプの交換をおこな

い。水使用量に注意しなが

ら運転中。 
◯ 

製品一個当たりの材料ボリューム

の適正化により、原材料の省資源

化。 

購入スラグ材 10アイテムに
ついて適正化をおこなっ

た。 
◯ 

生産品種切り替えの回数を減らし

原材料の無駄を削減。 
品種切り替えを効率的計画

し、確認・指示などフォロ

ーを実施中。 
◯ 

4）主要原材料の 
省資源化 

品質向上により検査不合格を減ら

し原材料の無駄を削減。 
現場の蛍光灯照明器具 8 基
の入れ替え及び生産前の点

検を実施中。 
◯ 

JGPSSI製品含有化学物質管理シス
テム第二版の教育・啓蒙。 
 
 
 

教育の実施及び PC ネット
ワークを利用し掲示による

啓蒙をおこなった。 ◯ 

5）化学物質使用量の 
削減、グリーン購入、 
自らが生産・販売・ 
提供する製品及び 
サービスに関する 
環境配慮 

（2010年度は JGPSSI 
製品含有化学物質 
管理として取り組 
んだ。） 

管理強化による製品含有化学物質

事故ゼロ。 
事故の発生は無かった。 

◯ 

教育並びに非常時を想定した訓練

の実施。 
実施することが出来た。 

◯ 

会社周辺道路の清掃作業によるボ

ランティア活動。 
実施することが出来た。 

◯ 

6）その他 
 

環境内部監査の実施。 地震の影響により延期する 
こととなった。（3→6月頃） ◯ 

※評価判定  ○････目標達成  ×････目標未達成 




